
多主体連携による観光地のプランニング手法としての「観光まちづくりオーラルヒストリー」 

-東京都八王子市 高尾山地区での実践より- 

 

学生会員 ○甲田亮輔 * 正会員 川原	 晋 ** 
同上 古谷梨伽子 * 同上 野田	 満 *** 
非会員 中村優里****   

 
１．研究の背景と目的 
近年、我が国では団体旅行から個人旅行の時代になり、

観光の目的や形が多様化している。また訪日外国人も、

日本の歴史文化や生活文化への興味が高まっている。こ

れらのニーズに応えるには、従来の観光地においても、

観光事業者と歴史的文化や生活文化を支える住民などの

非観光事業者が協力し、観光地域づくりついての将来像

を共有することが必要であるが、取り組みが具体化する

ほど、観光の負の影響などへの懸念が先行して、関係者

の理解や協力関係が進まない状況があることが指摘され

ている（川原 2017）。さらには、観光地として注目される
と、行政の多様な部署が各施策で別々に地域に関わった

り、外部事業者が参入するが、それまでの地域の取り組

みへの理解が不十分なために課題が生じることも多い。

また、観光推進のために、新たな観光資源の発掘が各地

で取り組まれているが、それを活かした具体的な観光プ

ログラムの「担い手」が見いだせないことも多い。これ

らの課題を踏まえると、観光地域づくり、観光地再生の

初期段階の作業としては、地域のキーパーソン、地域資

源に興味を持っている人、地域づくりに責任を持って取

り組む人などの思いやこれまでの取り組みを聞き取り、

行政、事業者、住民で共有していくことが今後ますます

重要と考える。 
そこで、こうした視点での社会調査として、本稿では

オーラルヒストリー調査に着目する。これは、資料や文

献からではなく、地域住民や関係者からの聞き取りによ

って得られる証言をデータソースとしてそれらを整理・

統合することで、地域の状況や歴史を紡ぎ出す方法であ

り、歴史学、民俗学分野で取り組まれ、まちづくり分野

にも応用されている（後藤 2005）。 
オーラルヒストリー調査を実際のまちづくりの現場で

実践・検証した研究としては、調査結果をウェブ上のデ

ータベースに整理した中神ら（2004）や、調査結果を元
に当時の暮らしを再現する模型を製作した瓜生ら（2013）
などがあるが、観光地域づくりに応用したものはない。

本稿では、このオーラルヒストリー調査を応用し、観光

地域づくりの推進に資する編集・成果物の作成までを

「観光まちづくりオーラルヒストリー」という一連のも

のとしてパッケージ化することを意識した調査内容を報

告する。そして、観光地域のプランニング手法のひとつ

として、前述の初動期の課題に対してこれらの取り組み

や成果物がどのように活用できるかを考察する。 
 
２．高尾山地区の概要 
東京都八王子市に位置する高尾山は、修験道の場とし

て繁栄した高尾山薬王院を有する信仰の山として、近年

まで講社という関東近県からの団体参拝で賑わった歴史

ある観光地である。時の為政者に庇護され、現在も国定

公園に指定されており自然豊かな環境が残る。2007 年に
ミシュランガイドで最高ランク三つ星の観光地として選

出されてから、国内外のメディアや外国人からも注目を

集め、年間 250万人以上が訪問する、世界一登山客の多い
観光地となった。特にミシュランガイド選出以降は、鉄

道事業者による観光駅としての改良や温浴施設の開設な

ど民間投資も盛んに行われている。 
また近年の行政の動きとして、都立高尾自然博物館跡
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地への TAKAO599MUSEUM 建設や高尾山口駅周辺地区都
市計画方針策定などの取り組みが挙げられる（図１）。 
こうした状況に適切に対応するため、地域の環境保全

と観光振興の共存をめざして、公民学連携により策定し

た「高尾山口駅及び参道周辺整備方針」を元に駅前の案

内川の護岸や左岸広場の工事（図２）が予定されており、

公共空間再生に伴う土地利用変更、観光施設整備、景観

ルール策定、水環境や公園整備、文化財活用などの多様

なテーマで八王子市や東京都の行政部署が本地域に関与

することが予定されている。 
 
３．観光まちづくりオーラル・ヒストリー調査の内容 
このように、多様な行政組織や事業や投資が入る本地

区において、これまでの地域の取り組みや想いを関係者

で共有するため、本調査を行った。聞き取り調査は、

2018 年 6-8 月にのべ 32 名の地域の関係者を対象に、筆者
ら大学教員・学生、および市都市計画課職員がチームで

聞き取りを行った。 
調査にあたって、地元に人脈のある複数のキーパーソ

ンから紹介をもとに、これまで高尾山の観光や地域づく

りに積極的に取り組んできた事業者、町会長、商店会や

料飲組合の歴代の代表者、薬王院や神社の総代、鉄道事

業者等、３０代から７０代の多様な世代、立場の人を調

査対象として選定した（表１）。対象者は 1 人から最大 9
人のグループである。 
調査は半構造化方式のインタビューによって行った。

幼少の頃から今に至るまでの高尾山の山や川での遊びや

まちとの関わりといった個人史、および個人の目から見

た薬王院や氷川神社、お店やまちの発展や転機などにつ

いて、適宜地図や古写真を活用しつつ聞き取った。観光

まちづくりにおけるオーラルヒストリーは、地域やその

空間との関わりを通した個人史を追う点が特徴である。

これによって、地域の資源や魅力をそこに深く関わって

きた人と関連づけながら棚卸しし、今後の地域の取り組

みやプロセスデザインのための足掛かりとして活用する

ことを目指した。 
 
４−１．調査の枠組み 
調査結果は、図３の調査の枠組みに沿って整理・編集

を行った。まず、インタビュー記録をテキスト化し、語

り手による確認と補足の校正を加えたものを一次データ

ベースとする。これを元に、独自に設定した 5つの編集方
針に則ってデータを編集し、観光地域づくりや観光戦略

の立案に資することを意図した成果物を作成した。 
 
４−２．調査成果物 
調査成果物は、①オーラルヒストリー・インタビュー

②高尾山フェノロジーカレンダー注１（歳時記）③個人史

からつむぐ高尾山年表④観光まちづくりマップ⑤高尾山

観光まちづくり史ストーリー・スライドの５つである

（図４）。以下それぞれの成果物について詳述する。 
① オーラルヒストリー・インタビュー記録：地域のキー
パーソンが尽力してきたこと、大切にしてきたことに

関する語りの雰囲気や思考の流れといった、文脈を切

らない質的データとして伝えることを意図したインタ

ビュー内容の要約記事である。今後地域に参画する新

しい人材がこれらをあらかじめ理解することで、既存

地域との良好な関係を築く効果を目指した。 
② 観光まちづくりマップ／水・緑編、賑わい編：聞き取
った情報のなかで、麓エリアの特定の場所に紐付いて

いる内容を地図上に示した。幼少期の豊かな川遊びの

表１ インタビュー対象者の基本情報 

グループ番号 人数 調査日 職業・役職
A 1 6月18日 地元町会会長

飲食店店主・元ロータリークラブ会長
美術館館長

C 2 6月26日 登山電鉄交通事業者
D 4 6月26日 氷川神社総代
E 1 6月27日 飲食店店主・地元料飲組合長
F 2 6月28日 地元町会相談役
G 9 7月10日 地元料飲組合若手役員
H 1 7月24日 地元町会会長
I 1 7月30日 交通事業者
J 1 7月31日 地元商店会会長
K 2 8月10日 土産屋店主
L 1 8月22日 薬王院用度部長
M 1 8月23日 飲食店店主・元地元料飲組合長
N 2 8月23日 飲食店店主
O 2 8月23日 飲食店店主

B 2 6月19日

図３ 観光まちづくりオーラルヒストリー調査の枠組み 
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様子、祭りの様子や動きなどが浮かび上がっている。

空間的に整理することで、過去の様子を記録するだけ

でなく今後行われる予定である河川や公園といった公

共空間の整備の際に、設計上重要な箇所を検討したり

地域住民とのイメージ共有に活用することができる。 
調査結果を「川について」、「遊びについて」、「環境

やその活動について」、「今の活動について」、「店の業

態について」、「地域の様子について」、「観光客につい

て」、「祭り・行事について」に整理し、自然・環境に

関するものと商業・祭り・観光に関するものに分類し

２つの地図を作成した。 
③ 高尾山フェノロジーカレンダー（歳時記）：観光客の
季節変動や地域の人的作業の変動を意識しながら観光

戦略を立てることを意識し、観光入り込み客数や地域

の行事、清掃活動などの日程と重ねながら、地元の方

が語った地域の魅力資源を歳時記として表現した。フ

ェノロジーカレンダー（歳時記）はエコツーリズム分

野では地域資源を発掘整理する方法として用いられて

おり、それをベースにしながら個人の語りを加えた点

が特徴である。 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凡例
● 川について
● 遊びについて
● 環境やその活動について
● 今の活動について
発言者。p.3目次3-5の
オーラルヒストリー・
インタビュー記録に対応。
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観光まちづくり史マップ
-緑豊かな高尾-

昔は田んぼが多かった[A]

桜があった[A][D]

バス停[A]

蛍がいた[A]

クレソンを川沿いに植える活
動があった[A]

昔は田んぼだった[A][J]

よく遊んだ[A]

集まって遊んだ[A]

あまり遊ばない[A]

野山で遊んだ[A]
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どんど焼き[A]

登山電鉄で清掃活動

“上流”=山を意識させる
空間づくり[C]
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5月から6月を桜でつなぐように植えた[D]
ケヤキはもともとあった[D]
京王が開通した時に記念植樹、看板もあった[D]
25,6年前に掃除する代わりに植樹した[D]
見通しをよくしてほしい[D]

プールを作って子供が遊んでいた[D][M]

釣堀があり、ニジマスが
当時100円で売れた[D][M]

こちらの方にも釣り堀
が増えていった[D]

藁の堰を作っていたが、毎年
台風が来ると壊れていた[D]

水車小屋があった[D][F][J]
道路から40cmくらいまで水量が
あった[D]

せき止めてプールにしていた
台風で流された[J]

ホタルがいた[E]

深くなっていた[E]

畑だった[F]

40年前くらいまでは「
ダンパ」と呼ぶ子供の
遊び場、火渡り祭[F]

深くなる、堰[F]釣堀があった[f]

屋形船が来ていた
明治ごろまで？[F]

養魚場[F]

商店会が植えた桜（20年ぐらい前）[J]

特に綺麗なもみじ

もみじが綺麗[J][M]
(50年前にはあった)

子供が遊んでいた[J]

せき止めてプールにして
いた[J]

上流でヤマメの放流をしている人
がいるようだ[M]
蛍も見られるので育てている人が
いるかもしれない[M]

もっと綺麗にしたい
（清滝のあたり）[M]

児童遊園と一体で子供の遊び場だった[M]
奥に民家ができる前は火渡り祭の会場だった[M]

案内川のこの辺り
を整備してほしい[M]

ヤマメがいる、
水が綺麗[M]

女の子も遊んでいた[O]
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案内川には昔から多くの生き物たち
が住んでいました。カジカガエルや
蛍はこれから先もずっといてほしい
という地元住民からの願いも。

守りたい川の生き物

皆様のお話のなかで、ふもとエリアの特定の場所に紐づいて
いる内容を書き込みました。
この「緑豊かな高尾」編ではかつての豊かな川遊びの様子や
環境に関するものに着目しました。
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3432

1 月 2月 3月 4月 5月 6月

高尾の魅力
もっと伝えたい
高尾の魅力

雪をかぶる高尾山 高尾の花粉 ホタルを資源に

2月なんかね、高尾
山本当は一番景色が
いいんですよ。[L]

花粉の黄色いものが
飛んでいるのが見え
るんですよ。[L]

ホタルを資源に

昔はたくさんホタルがい
たんですよね。川を綺麗
にすればまた蛍がね。[N]

●高尾山の冬そばキャンペーン(2月~3月)

●迎光祭(1日)
●元旦特別開帳大護
摩供
(正月中)

●初甲子(1日)
●節分会(3日）
●髙尾山初午（福徳稲
荷祭）(7日)
●釈尊涅槃会(15日)

●髙尾山火祭り祭
(11日)

●滝びらき(1日)
●花まつり(8日)
●春季大祭(15日)

●髙尾山天狗まつり
(18日)

●信徒峰中修行会
(2-3日)
●納札供養柴燈大護
摩供(19日)

●火渡り祭(第２日曜)
●高尾山若葉まつり(4月~5月)
●高尾・陣馬スタンプハイク(4月~5月)行催事

高尾の
代表的な行事
（H30年度）

薬王院の行事
(H30年度 )

浅川地区の継承
行事・活動

浅川地区の
行事

●どんど焼き ●浅川市民センターまつり

●高尾梅郷 梅まつり
●十二社燈明祭 ●愛宕地蔵尊火祭り

地域の清掃活動

清掃活動

川の生物

地域の歴史

調査中お話に
出てきた
川の生き物

今も生息している
川の生き物

失われた遊び
地域の様子

●青少会の健全育成の
　清掃活動

●みんなのまちの  
　清掃デー

雪が降ると竹からソ
リを作って遊んでい
ましたよ[A]

道路の両側の桜並木
が綺麗でしたね[A][B]

蛍が綺麗でしたね。今もい
ますが、昔はもっとたくさ
んいたんですよ。[A][D]

●ホタル【F】

●ウグイ【F】 ●マス【 C-2】

●ドジョウ【A-8】 ●コイ【A-9】●ドジョウ【A-8】●ドジョウ【A-8】 ●ホタル【F】

雪が降ると、写真
を撮りに来る人が
たくさん登って来
るんですよ。[O]

中学生と一緒
に朝から掃除
しますね。[A]

オフシーズンにイベ
ントを打ってはいる
んだけどね、あんま
り伸びないよね。[G]

　清掃活動　清掃活動
袋を持ってゴミを拾ってく
れるお客さんもいますね。
きっと高尾山を愛している
んでしょうね。[G]

冬は麓よりも山
頂の方が暖かい
んですよ[O]

●ウメ ●カタクリ
●アオイスミレ
●アズマイチゲ
●ハナネコノメ

●火渡り祭(第２日曜)

高尾山の四季を楽し
むためにも最低4回は
来て欲しいですね[L]

袋を持ってゴミを拾ってく
れるお客さんもいますね。

ゴミをまちに溜めないため
には、ゴミが落ちてたらす
ぐ拾うことですよね。[G]
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史

●
川
に
つ
い
て

●
遊
び
に
つ
い
て

●
環
境
や
そ
の
活
動
に
つ
い
て

●
今
の
活
動
に
つ
い
て

●
店
の
業
態
に
つ
い
て

●
地
域
の
様
子
に
つ
い
て

●
観
光
客
に
つ
い
て

●
祭
り
・
行
事
に
つ
い
て

参
道
の
両
側
は
田
ん
ぼ
で
し
た
よ
、
で
ね
、
よ
く
蛍
が
い
っ
ぱ
い
飛

ん
で
い
て
ね
。
蛍
な
ん
か
ね
う
ち
わ
で
取
れ
る
よ
う
な
時
あ
り
ま
し

た
よ[C-c] 当

時
の
思
い
出
・
エ
ピ
ソ
ー
ド

●
田
ん
ぼ
に
た
く
さ
ん
の
蛍
が
い
た

川
で
ね
、
一
生
懸
命
見
て
た
ん
だ
よ
。
そ
し
た
ら
ね
顔
あ
げ
た
ら
、

こ
ん
な
大
っ
き
い
蛇
が
さ
、
目
の
前
に
居
た
ん
だ
よ[C-i]

●
川
に
蛇
が
出
現

川
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で
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、
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く
。
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と
、
農
家
が
中
心
だ
っ
た
ら
し
い
。
だ
か
ら
う

ち
も
ね
。
こ
の
辺
の
人
は
農
家
の
人
が
多
い
ん
で
す
よ[E]

●
農
家
が
多
か
っ
た

最
初
は
う
ち
な
ん
か
馬
車
屋
や
っ
て
た
か
ら
、
運
送
業
な
ん
だ
よ
。

な
ん
で
運
送
業
か
っ
て
、
要
す
る
に
大
垂
水
峠
を
超
え
て
く
る
よ
う

に
な
っ
た
ん
で
、
馬
車
だ
よ
な[B]

ほ
と
ん
ど
大
き
い
店
っ
て
い
う
の
は
海
軍
の
幼
年
学
校
の
宿
舎
に

な
っ
て
た
ん
だ
よ[B]

●
橋
本
屋
、
馬
車
屋
を
開
業

甲
武
鉄
道
が
上
野
原
ま
で
延
び
た
。
社
会
の
変
化
に
よ
っ
て
も
の
す

ご
く
変
わ
る
ん
だ
。[B]

●
橋
本
屋
、
料
亭
へ

山
の
上
が
本
当
は
高
尾
な
ん
で
す
よ
。
分
教
場
も
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
を
引
っ
張
っ
た
っ
て
い
う
機
会
に
、
表
高
尾
っ
て
い

う
と
こ
ろ
が
栄
え
た
ん
で
す
よ
。[E]

●
山
の
上
に
あ
っ
た
高
尾

●
表
高
尾
が
盛
え
始
め
る

山
車
を
地
元
で
持
っ
て
い
な
く
て
、
借
り
て
来
た
ん
だ
け
ど
、
背
が

高
す
ぎ
て
、
両
界
橋
に
引
っ
か
か
っ
ち
ゃ
っ
て
。
そ
れ
で
氏
子
み
ん

な
が
協
力
し
て
、
砂
利
道
掘
っ
て
、
問
題
に
な
っ
た[C]

●
山
車
を
通
す
た
め
に
砂
利
を
掘
っ
た

●
大
き
い
店
は
海
軍
の
幼
年
学
校
の
宿
舎
へ

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
あ
っ
た
と
こ
、

ゴ
ン
ド
ラ
が
五
つ
く
ら
い
付

い
て
た
ん
で
す
よ[C]

●
高
尾
を
見
渡
す
ゴ
ン
ド
ラ

自然・環境に
　　　　関する口述史

商業・祭り・観光に
　　　　関する口述史

高
尾
の
公
的
年
表
に
、
皆
様
の
個
人
史
の
な
か
で
地
域
と
し
て

共
有
で
き
た
ら
良
い
な
と
思
う
も
の
を
加
え
ま
し
た
。

※[　] 内は発言者。p.3 目次の 3-5 オーラルヒスト
リー・インタビュー記録と対応。　　
※「高尾の歴史」と「社会情勢」は高尾町 5丁目町
会創立 50周年記念誌を基に、特に歴史上重要な出
来事を引用し、観光に関する動きを追記しました。
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高
尾
の
歴
史

高
尾
山
ま
ち
づ
く
り
年
表

薬
王
院
本
堂
建
立

太
平
洋
戦
争
勃
発

寛
政

和
暦

西
暦

社
会
情
勢

10

1700年代1800 年代1900 年代
9872869901030621252729304549535759616466677071738283929801040708101215

昭
和16

金
融
恐
慌

2

世
界
恐
慌

4

朝
鮮
戦
争
勃
発

25

国
際
連
合
に
加
入

31
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

い
ざ
な
ぎ
景
気

39

大
学
闘
争
拡
大

44

大
阪
万
国
博
覧
会
の
開
催

45
バ
ブ
ル
経
済
時
期

61

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

10

日
韓
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催

14

愛
知
万
博
開
催

17

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

20

東
日
本
大
震
災

23

訪
日
外
国
人
初
の
ー
千
万
人
越
え

25

阪
神
・
淡
路
大
震
災

7

産
業
革
命

明
治31

日
露
戦
争
始
ま
る

37

米
騒
動
勃
発
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵

7

東
京
〜
八
王
子
間
で
馬
車
運
転
開
始

明
治5

八
王
子
駅
〜
高
尾
山
間
バ
ス
運
行
開

始

大
正

大
正

5
高
尾
山
索
道
電
車
開
通
（
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
）

昭
和2

武
蔵
中
央
電
気
軌
道
（
路
面
電
車
）

浅
川
駅
前
〜
追
分
町
間
開
通

4
武
蔵
中
央
電
気
軌
道
（
路
面
電
車
）

運
行
開
始

高
尾
橋
〜
浅
川
駅
前
間
開
通

追
分
町
〜
東
八
王
子
間
開
通

5
八
王
子
大
空
襲
（
八
月
二
日
未
明
、

市
街
地
八
割
が
消
失
）

20
高
尾
山
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
再
開

24
高
尾
保
養
院
開
設

28
八
王
子
観
光
協
会
設
立

32
市
立
高
尾
自
然
科
学
館
が
開
館

浅
川
町
が
八
王
子
市
に
編
入

伊
勢
湾
台
風

34
浅
川
駅
が
高
尾
駅
に
改
名

36
高
尾
山
観
光
リ
フ
ト
開
通

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
甲
州
街
道
を
走

る高
尾
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
開
館

39
市
立
高
尾
自
然
科
学
博
物
館
が
都
立

へ

41
京
王
高
尾
線
、
北
野
〜
高
尾
山
口
が

開
通

42
都
立
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
開
館

45
二
人
乗
り
観
光
リ
フ
ト
の
開
業

高
尾
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
開
館

46
ゴ
ミ
持
ち
帰
り
運
動
開
始

48
中
央
高
速
道
路
全
線
開
通

57
展
望
台
を
ラ
ウ
ン
ジ
へ

ビ
ア
マ
ウ
ン
ト
開
始

節
分
会
に
大
関
の
貴
花
田
、
若
花
田

来
山

58
高
尾
索
道
株
式
会
社
の
創
立

10
高
尾
登
山
電
鉄
株
式
会
社
設
立
（
社

名
変
更
）

14
八
王
子
織
物
組
合
の
設
立

19
小
仏
ト
ン
ネ
ル
完
成

32
甲
武
鉄
道
八
王
子
〜
上
野
原
営
業
開

始浅
川
駅
の
誕
生

34
甲
武
鉄
道
八
王
子
〜
甲
府
営
業
開
始

36
平
成

平
成

4
国
民
宿
舎
「
高
尾
山
荘
」
の
閉
館

10

JR

高
尾
駅100

周
年
祭

13
都
立
自
然
博
物
館
閉
館

16
高
尾
山
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
三
ツ
星
観
光

地
に
選
ば
れ
る

19
八
月
末
豪
雨
に
よ
り
大
被
害

20
浅
川
ト
ン
ネ
ル
開
通

22
圏
央
道
、
高
尾
山IC

〜
八
王
子

JCT

開
通

24

TAKAO
599M

USEUM

開
業

高
尾
山
口
駅
、
新
駅
舎
完
成

27

2000 年代

観
光
立
国
推
進
基
本
法
施
行

19

自
然
・
環
境
に
関
す
る
口
述
史

商
業
・
祭
り
・
観
光
に
関
す
る
口
述
史

●
川
に
つ
い
て

●
遊
び
に
つ
い
て

●
環
境
や
そ
の
活
動
に
つ
い
て

●
今
の
活
動
に
つ
い
て

●
店
の
業
態
に
つ
い
て

●
地
域
の
様
子
に
つ
い
て

●
観
光
客
に
つ
い
て

●
祭
り
・
行
事
に
つ
い
て

参
道
の
両
側
は
田
ん
ぼ
で
し
た
よ
、
で
ね
、
よ
く
蛍
が
い
っ
ぱ
い
飛

ん
で
い
て
ね
。
蛍
な
ん
か
ね
う
ち
わ
で
取
れ
る
よ
う
な
時
あ
り
ま
し

た
よ[C-c]

当
時
の
思
い
出
・
エ
ピ
ソ
ー
ド

●
田
ん
ぼ
に
た
く
さ
ん
の
蛍
が
い
た

蛍
を
一
生
懸
命
育
て
よ
う
っ
て
言
っ
て
、
稲
毛
屋
さ
ん
の
活
動
が

あ
っ
た[A-c]

●「
蛍
を
増
や
そ
う
」
と
い
う
取
り
組
み

●
蛍
が
少
し
ず
つ
増
え
て
く
る[E-h]

川
で
ね
、
一
生
懸
命
見
て
た
ん
だ
よ
。
そ
し
た
ら
ね
顔
あ
げ
た
ら
、

こ
ん
な
大
っ
き
い
蛇
が
さ
、
目
の
前
に
居
た
ん
だ
よ[C-i]

カ
ジ
カ
の
卵
が
う
ま
い
。
カ
ジ
カ
の
卵
を
フ
ラ
イ
パ
ン
で
い
っ
て
食

べ
る
と
う
ま
い
ん
で
す
よ[A-g]

●
川
に
蛇
が
出
現

川
綺
麗
で
し
た
よ
、
す
ご
く
。
う
な
ぎ
は
取
れ
る
し[B-a]

●
川
が
と
て
も
綺
麗
だ
っ
た

学
校
か
ら
帰
る
時
、
夏
は
、
川
沿
い

の
道
な
の
で
だ
い
た
い
、
道
の
端
に

ラ
ン
ド
セ
ル
と
か
置
い
て
そ
の
ま
ま

ジ
ャ
ボ
ー
ン
っ
て[B-h]

●
川
で
遊
ん
だ

メ
ン
コ
も
あ
っ
た
よ
。
メ
ン
コ
の
こ
と
を
ね
、
こ
の
辺
で
は
パ
ー
ス

パ
ー
ス
っ
て[A-h]

●
地
域
独
特
の
呼
び
名
、
パ
ー
ス
遊
び

●
カ
ジ
カ
の
卵
を
食
べ
て
い
た

川
に
釣
り
堀
が
あ
っ
た
。
ま
す
の
値
段
が
一
匹100

円
。
そ
の
時
の

百
円
っ
た
ら
す
ご
い
高
い
ん
だ
よ[C-b]

。

●
川
に
釣
り
堀
が
あ
っ
た

夏
に
な
る
と
川
遊
び
、
釣
り
を
し
た

り
、
や
っ
て
い
ま
し
た
ね[A-a]

1900 年代
48 年頃

1900 年代
88 年頃90年01 年27 年頃44年頃50年51 年頃59年65 年68 年74 年96 年

53 年頃68年頃

川で遊ぶ様子

ゴンドラ

78 年頃88年頃08年頃 00年頃

栄
茶
屋
の
裏
側
。
今
薬
王
院
の
駐
車
場
に
な
っ
て
る
と
こ
を
、
タ
ン

パ
っ
て
言
っ
て
た
ん
だ
。
遊
ん
だ
ね
。[E-e]

●
子
供
た
ち
の
遊
び
場
「
タ
ン
パ
」

こ
こ10

年
く
ら
い
は
浅
川
小
学
校
の
子
供
達
が
浅
川
探
検
っ
て
い

う
の
を
や
っ
て
ま
す[A-e]

●
今
の
小
学
生
た
ち
の
「
浅
川
探
検
」

●
小
学
校
の
授
業
「
高
尾
山
研
究
」[A-f]

当
時
の
思
い
出
・
エ
ピ
ソ
ー
ド

2000 年代

2000 年代 1800 年代

高
尾
に
案
内
す
る
人
と
、
農
家
が
中
心
だ
っ
た
ら
し
い
。
だ
か
ら
う

ち
も
ね
。
こ
の
辺
の
人
は
農
家
の
人
が
多
い
ん
で
す
よ[E-c]

●
農
家
が
多
か
っ
た

佐
藤
旅
館
っ
て
い
う
の
が
あ
っ
て
ね
、
上
に
７
、
８
軒
は
あ
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
？
子
供
が
い
っ
ぱ
い
。[E-a]

佐
藤
旅
館
っ
て
い
う
の
が
あ
っ
て
ね
、
上
に
７
、
８
軒
は
あ
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
？
子
供
が
い
っ
ぱ
い
。[E-a]

●
旅
館
が
多
か
っ
た

●
浅
川
地
下
壕
調
査
団
入
る

最
初
は
う
ち
な
ん
か
馬
車
屋
や
っ
て
た
か
ら
、
運
送
業
な
ん
だ
よ
。

な
ん
で
運
送
業
か
っ
て
、
要
す
る
に
大
垂
水
峠
を
超
え
て
く
る
よ
う

に
な
っ
た
ん
で
、
馬
車
だ
よ
な[]b-d

ほ
と
ん
ど
大
き
い
店
っ
て
い
う
の
は
海
軍
の
幼
年
学
校
の
宿
舎
に

な
っ
て
た
ん
だ
よ[B-c]

●
橋
本
屋
、
馬
車
屋
を
開
業

甲
武
鉄
道
が
上
野
原
ま
で
延
び
た
。
社
会
の
変
化
に
よ
っ
て
も
の
す

ご
く
変
わ
る
ん
だ
。[B-e]

●
橋
本
屋
、
料
亭
へ

山
の
上
が
本
当
は
高
尾
な
ん
で
す
よ
。
分
教
場
も
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
を
引
っ
張
っ
た
っ
て
い
う
機
会
に
、
表
高
尾
っ
て
い

う
と
こ
ろ
が
栄
え
た
ん
で
す
よ
。[E-b]

●
山
の
上
に
あ
っ
た
高
尾

●
表
高
尾
が
盛
え
始
め
る

山
車
を
地
元
で
持
っ
て
い
な
く
て
、
借
り
て
来
た
ん
だ
け
ど
、
背
が

高
す
ぎ
て
、
両
界
橋
に
引
っ
か
か
っ
ち
ゃ
っ
て
。
そ
れ
で
氏
子
み
ん

な
が
協
力
し
て
、
砂
利
道
掘
っ
て
、
問
題
に
な
っ
た[C-d]

●
山
車
を
通
す
た
め
に
砂
利
を
掘
っ
た

●
大
き
い
店
は
海
軍
の
幼
年
学
校
の
宿
舎
へ

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
あ
っ
た
と
こ
、

ゴ
ン
ド
ラ
が
五
つ
く
ら
い
付

い
て
た
ん
で
す
よ[C-h]

●
高
尾
を
見
渡
す
ゴ
ン
ド
ラ

神
楽
殿
が
あ
っ
て
、
夜
は
芝
居
し
て
く
れ
た
り
し
た
ん
で
す
よ
。
そ

の
芝
居
が
ね
、
二
宮
っ
て
場
所
の
と
こ
ろ
の
人
た
ち
が
踊
っ
て
く
れ

て
、34

年
の
伊
勢
湾
台
風
で
壊
れ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
ね
、
そ
の
ま
ま

作
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
よ[C-a]

中
に
は
機
械
が
散
乱
し
て
い
た
っ
て
話
だ
ね[C-f]

●
神
楽
殿
の
お
芝
居

元
々
は
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
。
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
に
出
会
っ
て
。

こ
れ
を
や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
始
め
た
ん
で
す
け
ど
ね
。
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
で
も
一
緒
に
や
っ
た
ん
で
す
よ[E-f]

●
高
尾
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
美
術
館
開
業

00 年代02 年

夜
景
の
光
の
輝
き
が
も
う
今
は
す
ご
く
広
が
っ
た
。
昔
は
暗
い
ん
だ

よ
、
街
が
。
上
か
ら
見
て
も
ね[E-f]

●
夜
景
の
輝
き
が
広
が
る

外
人
が
多
く
な
っ
た
て
い
う
の
は
そ
れ
以
降
外
人
が
遥
か
に
多
く

な
っ
た
、
客
層
と
し
て
は
ね[D-a]

●
外
人
観
光
客
の
増
加

08 年

神
社
は
実
際
は
お
祭
り
や
っ
て
い
る
け
ど
人
が
来
な
く
な
っ
ち
ゃ

う
。
も
っ
と
寂
れ
て
困
る
と
思
っ
た
か
ら[C-e]

●
氷
川
神
社
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
始

09 年頃

一
時
山
ガ
ー
ル
な
ん
て
い
う
の
が
随
分
来
た
と
き
も
あ
る
し
。
女
性

が
多
い
と
か[D-b]

●
山
ガ
ー
ル
ブ
ー
ム

18 年

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
は
増
え
ま
し
た
ね
。
年
齢
層
が
だ
い
ぶ
広
が
っ
た
ん

だ
と
思
い
ま
す
ね
。
非
常
に
山
に
く
る
目
的
も
多
様
化
し
て
る
し
、

年
齢
層
も
非
常
に
幅
が
広
く
な
っ
て
来
て
い
る[D-c]

●
観
光
客
層
の
多
様
化

浅
川
音
頭
と
い
う
歌
が
あ
っ
て
、
小
学
校
の
頃
は
踊
り
が
あ
っ
て
さ
、

踊
っ
た
ん
だ
よ[A-b]

●
小
学
校
で
習
う
「
浅
川
音
頭
」

碁
盤
の
目
の
よ
う
に
、
な
っ
て
い
る
。
た
だ
崩
れ
て
、
狭
く
な
っ

ち
ゃ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
あ
る
か
ら
危
な
い
ん
で
す
よ[C-g]

●
浅
川
地
下
壕
見
学
開
始

自然・環境に
　　　　関する口述史

商業・祭り・観光に
　　　　関する口述史

地元の参道商店街や周辺の住民の皆さんは、親しみと崇拝の
気持ちを込めて、高尾山のことを「お山」と呼んでいます。
登山される方にも参道の入口から入ってほしいという気持ち
があります。

お山と参道

写真で振り返る観光まちづくり史調査 昔の思い出

地域の様子

01

ゲーム等のない時代、駅前を流れる案内川は子どもたちの川
遊びの場でした。川の安全性に配慮しつつ、水辺に親しめる
場として案内川をもっと良くしたいという気持ちは地域の共
通の思いのようです。

三世代川遊び 02

昔は、路面電車が有喜堂の前まで通っていました。この駅の
両側に綺麗な桜並木があったそうです。また、現在のビアマ
ウントのところには以前観覧車がありました。この観覧車は
麓からも観ることができたそうです。

昔の乗り物 05

昔は、高尾山周辺から多摩御陵の手前まで浅川町として一つ
の町であり、氷川神社は町の氏神様でした。いまは町ごとに
祭りを行っていますが、総代の皆さんはスタンプラリーなど
様々なアイデアで、連携を再度深める努力をしています。

旧浅川町と氷川神社 06

ミシュラン３つ星に認定された後、外国人観光客が急増しま
した。「登山客が増えすぎて住民に迷惑がかからないといい
な」というお店の思いも。地元の皆さんは、観光振興と生活
環境の保全のバランスを考えはじめています。

ミシュラン３つ獲得 09

高尾山口駅の開業以来、沿線のもっとも大事な資源のひとつ
として高尾山を位置づけてきました。駅舎改良、高尾温泉、
駅前マルシェや冬そばキャンペーンなど、近年存在感を増し
ています。

京王電鉄 10

高尾山口駅ができたり、圏央道ができたりというように、ま
ちをとりまく環境変化に応じて、業態を変えてきたお店もあ
ります。馬車屋から料亭へ、旅館から料亭へ、ガソリンスタ
ンドからトリックアート美術館へ。

河川改修をきかっけに住民の新たなレクリエーションの場としての水辺空間を生み出しつつ、「お山：薬王院」のふもとまちとして
気品あふれるまちになっていくためにまちの景観やサイン、おもてなしのあり方も合わせて考えていけるといいなと思いました。

お店の歴史 03

高尾登山電鉄により昭和 2年に営業が開始されました。高尾
登山電鉄の皆さんは「社員一人一人が高尾山コンシェルジュ」
といった心意気で高尾山の魅力を伝える努力をされていま
す。

ケーブルカー 04

少し川沿いを歩くと、未だ周りには農地が見えます。蚕を買っ
ていた家、桑畑の面影を発見できます。農業を営む皆さんは、
竹とんぼ、竹ふえ、モリなど、代々、自然の素材を使ったも
のづくりが得意です。

農家の家々も健在 07

高尾山の「ゴミ持ち帰り運動」は全国的にも有名で、クリー
ンな高尾は、ミシュラン 3つ星認定の要因の一つとも言われ
ています。現在も、町会、商店会や高尾登山電鉄など、高尾
に関わる皆さんによる清掃活動が行われています。

クリーンな高尾山！ 08

登山、信仰の山、魅力的な花、動物、祭りなど高尾山の魅力
資源は一年を通していろいろあります。冬の雪の積もった美
しい高尾山の景色など、閑散期の高尾山の魅力資源をもっと
伝えていたいと感じました。

高尾山の魅力資源 12

地元は、大きな集客の拠点になることを期待して議論してき
ました。実現できたこと、できなかったことなど、まちのひ
との思いは複雑です。公共施設の役割、民間事業者の役割、
あらためて考える必要がありそうです。

高尾 599ミュージアム 11
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図４ 高尾山地区で作成した編集成果物 
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	 高尾山の特徴や魅力資源として「気候」、「季節ごと

の見頃の植物」「高尾の代表的な行事」、「薬王院の行

事」、「浅川地区の行事」、「ミシュランガイド選出前後

のケーブルカーの乗降者数」、「高尾の魅力」、「地域の

清掃活動」、「川の生物」、「地域の歴史」を項目として

設定した。 
④ 高尾山まちづくり年表：市史等からわかる公的年表を
ベースに、聞き取った個人史やまちの変化、店の変化

等、地域として共有したらよいことを加えた。まちの

長期的な変化と個人史を照らし合わせることで、様々

な時間スケールを考慮したまちづくり戦略の検討に活

用することができる。 
	 年表の項目として、「高尾の歴史」、「自然・環境に

関する口述史」、「商業・祭り・観光に関する口述史」、

社会情勢を設定した。口述史は更に細かく分類してお

り、その分類は調査成果物③高尾山フェノロジーカレ

ンダーと対応している。 
⑤ 高尾山観光まちづくり史ストーリー・スライド（実際
には動画）：個人生活史、生業史を総合化して、地域

の観光まちづくり史として短く文脈化し、数分で高尾

山の観光まちづくり史の概要や想いを説明するものと

して作成した。動画として編集することで、ワークシ

ョップや住民との対話の際に要点を簡潔に説明するこ

とができる。 
なお、以上の成果物には、「語られたもの」としての吹

き出し発言の表現ともに発言者が記号として示され、地

域資源や課題への関心事項が人に関連づけられるように

した。立場や年代による経験や記憶、まちへの考えの違

いについても把握できることを目指した。 
 
６．編集・成果物の活用について 
本調査結果は、「高尾山観光まちづくりオーラルヒスト

リー 〜未来に紡ぎたい、暮らしとなりわいの個人史〜」
として冊子にまとめ、行政内と地域内に配布することを

想定していたが、最終的には、行政や地元まちづくり協

議会から高い評価を受け、高尾山口駅周辺および参道周

辺整備方針（2019 年度前期策定予定）」の資料編として公
式文書として行政 HP で公開されることになった。また、
現在対象地区で推進中の、景観まちづくりワークショッ

プや、水辺空間の再編と利活用検討するワークショップ

において、これまで地元が取り組んできたことを紹介す

る資料として活用されている。 
	 それらのワークショップの場では、過去の別施設の整

備で検討したが実現できなかったことや、反社会的勢力

と戦ってきた歴史、ゴミ持ち帰り運動の歴史など、これ

までの地元の商業者や住民の皆さんの体験・経験から生

まれた明文化されていない慣習やルール、公共空間での

商売の仕方の慣習などが話題に上がり、なかなか外部の

人間からはわかりにくいこれらの状況が、地域内外の人

を含めた市民参加型の場で丁寧に考慮されながら検討さ

れている。今後は、現在行われているワークショップを

発展させたかたちで屋外広告物ルールと案内川左岸広場

整備について考えるワーキンググループが発足し、それ

ぞれ検討を進めていく予定である。こうした編集成果物

の活用のフローについて、図５にまとめた。 
	 この「観光まちづくりオーラルヒストリー」という一

連の取り組みに対する観光地域のプランニング手法とし

ての具体的評価はまだ時期尚早であるが、この調査プロ

セスと編集資料に基づく観光地域づくりの進め方は、地

域のステークホルダーと当該地域の資源に関心のある地

域外の人との理解共有、信頼関係を生む可能性があると

考える。引き続き検証しつつ改良していきたい。 
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